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東北 ＰＭ研究部会

代 表：太田 尚人

事務局：p2m-tohoku@pmaj.or.jp
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代 表：藤川 和雅
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沖縄 ＰＭ研究部会
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部会長：坂本 圭司
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部会長：藤澤 正則
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P2Mクラブ：p2m-p2mkurabu@pmaj.or.jp
PM Networking（会員交流会）：
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kiguchi@inv-mgt.com
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kitabayashi.takahiro@jgc.com

・PMノウハウ継承研究会SIG
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yoshino.hitoshi.goh@outlook.jp
・博士人材と指導教員の醸成SIG

代表 白井 久美子：
事務局：admi@pmaj.or.jp

・P2M標準ガイドブック改訂4版を学ぶSIG
代表 住田 秀司：
事務局：p2m4_adm@pmaj.org
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プロジェクトマネジメントの人材育成をサポートします。

PM共催講座PM主催講座

日本プロジェクトマネジメント協会は、PMの普及、資格取得、資格更新への講習会、及びPM人材育成講座を

実施しています。PMをわかりやすく解説する入門基礎講座からPM資格取得に向けての講習会、さらにはPMの

実践・専門分野まで幅広い研修カリキュラムでPMの人材育成をサポートします。

資格関連講座

P2M

PMBOK®

ＰＭＣ（プロジェクトマネジメント・コーディネータ）講習会（4日間） New

⚫ プロジェクトマネジメントの実践に必要なコア知識を習得することを目指した科目構成

⚫ PMC資格試験、PMS資格試験（プロジェクトマネジメント部分）に対応

PMBOK ® ガイド &プロセス群：実務ガイド解説講座

⚫ PMIの推奨する、プロジェクトマネジメントの基本知識体系 を理解したい方
⚫ PMBOK ® ガイド と実務ガイドを業務に どのように活かせるかを考えている方
⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方

PMBOK® ガイド  基礎講座

・体系的カリキュラム

・PM経験豊かな講師陣

・永年の豊富な実績

PMのすべてがわかります

PMSプログラム試験対策講座（2日間） New

⚫ P2Mプログラムマネジメントの重要ポイントを効率的に学ぶ講座

⚫ PMSプログラム試験、PMS資格試験（プログラムマネジメント部分）に対応

PMBOK® ガイド 第7版 解説講座

PMR試験紹介セミナー（0.5日） 無償

⚫ PMR資格試験の紹介

⚫ PMR資格試験の過去問題（一次試験）の体験と標準解答の解説

PMR養成研修（1日）

⚫ PMR資格試験の過去問題（一次試験、二次試験）の体験と標準解答の解説

⚫ PMR資格試験に対応

資格関連講座

「PMI」「PMP」「PMBOK」は、Project Management  Institute, Inc.(PMI) の登録商標です。

⚫ 最新版のPMBOK ® ガイド 第7版を通じてこれからのPMの潮流について知りたい方
⚫ PMBOK ® ガイド 第7版が第6版からどのように変わったか知りたい方
⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方

⚫ これからPMBOK ® ガイド を学んでみようとされている方
⚫ PMIの推奨する、プロジェクトマネジメントの概要をまず知りたい方
⚫ プロジェクトマネジメントが業務に どのように活かせるかを考えている方
⚫ PM職能のプロフェッショナルを目指す手はじめを探されている方
⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方
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総合実践講座

⚫ PM標準10のステップ・コース
⚫ プロジェクト計画書の作り方・書き方・活かし方

PM共催講座

総合入門講座

⚫ プロジェクト監査の理論と実際
⚫ プロジェクト知識マネジメント～質の高い振返りでプロジェクトを変える
⚫ ステークホルダーマネジメント～良好な人間関係を築きプロジェクトを成功させる
⚫ マルチプロジェクトマネジメント
⚫ コンセプチュアルなプロジェクトマネジメントのポイント
⚫ リスクに強いプロジェクトと組織を作る
⚫ ベンダーマネジメント
⚫ リカバリーマネジメント
⚫ 事例に学ぶPMOの立上げと運営
⚫ プロジェクトマネジメント手法の確立と標準化
⚫ ＰＭ養成講座（全５回）
⚫ 「影響力の法則(R)」を活かすステークホルダーマネジメントの実践
⚫ クリティカルシンキングを活用したプロジェクトマネジメントの実践
⚫ 戦略を実行するプログラムマネジメント

⚫ 本質に注目したコンセプチュアルな問題解決
⚫ クリティカルシンキング入門～システム思考で考える
⚫ コンセプチュアル思考によるコンセプト力講座
⚫ コンセプチュアル思考を活用したコミュニケーションの考え方と実践 

⚫ コンセプチュアル思考のポイントと活用～VUCA時代の思考法
⚫ コンセプチュアルスキル入門～本質を見極め、行動するスキル
⚫ コンセプチュアルな組織を創るマネジメント
⚫ イノベーション力を身につける
⚫ 問いから始まるイノベーション

専門講座

PM主催講座

⚫ 「プロジェクトマネジャーの正しい育て方」
⚫ アジャイル開発への道案内 ～システムを通して業務革新をリードするために～
⚫ 価値実現を見届ける「プログラムマネジメント現場適用」
⚫ チームリーダーに不可欠なプロジェクトマネジメントの本質
⚫ 「実践！なぜなぜ5回(階)」～目から鱗が落ち、隠れた原因が見えた
⚫ 世界のPMO動向～世界のPMOが直面している課題～2026
⚫ 価値を創造するプロジェクトのためのPMO導入の勧め

特別企画講座

⚫ ビジネス×システム融合のプロジェクト規模別アジャイルアプローチ月例講演会

⚫ PM研究・研修部会セミナー ご案内部会セミナー

⚫ ひとりで学ぶプログラム＆プロジェクトマネジメント
 プログラムマネジメント（4講座）、プロジェクトマネジメント（11講座）

ミニ動画講座

⚫ プロに学ぶプログラム＆プロジェクトマネジメント
 講師6名、全10講座

オンライン講座
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P2M講習会

P2M講習会
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P2M講習会・P2M資格試験のご案内

P2M講習会の変更（ 2018年度から）

略称 資格名称（和名／英語名） 資格要件 合格者数

PMC
プロジェクトマネジメント・コーディネータ

Project Management Coordinator

P2Mにおけるプロジェクトマネジメ

ントの知識を修得
4,774名

PMS
プロジェクトマネジメント・スペシャリスト

Project Management Specialist

プログラムマネジメントを含むP2M

全般知識を修得
6,712名

PMR
プログラムマネジャー・レジスタード

Program Manager Registered

プログラム・プロジェクトマネ

ジャーに必要なP2M実践力を保有
110名

P2M資格

P2M資格試験と講習会
資格試験（回数） 試験方法 講習会

PMC資格試験

（年6回 奇数月）

CBT試験 50問（75分）

※CBT(Computer Based Testing)試験

PMC講習会

（年6回 奇数月、4日間）

PMSプログラム試験

（年3回 6月10月2月）
CBT試験 50問（75分）

PMSプログラム試験対策講座

（年６回、２日間）

PMS資格試験

（年3回 6月10月2月）
CBT試験 100問（150分）

PMSプログラム試験対策講座

とPMC講習会を受講

PMR資格試験

（年１回 11月1月）

一次試験（論述、面談審査）

二次試験（モジュール試験、面談審査）

PMR養成研修

（年3回、1日）

P2M
Program & Project Management 
for Enterprise Innovation

（合格者数は2025年12月時点の数値）

【変更点】PMS講習会、PMSプログラム講習会を廃止
PMSプログラム講習会を目的別に分け、試験対策講座と実践研修を新設

【効 果】PMS資格取得を目指す講習会受講希望者は2日間の日程短縮となる
実践研修はP2M実践力を高めるための研修であり、どなたでも受講可
各種受講証明書（CPUポイント,PDUポイント）を発行

3.

P2Mの特徴
日本発のプログラム＆プロジェクトマネジメントの知識体系

日本で生まれたガイドブックで、日本のマネジメントの特徴や良い所を記述

2. ミッション志向で価値創造する実践的アプローチ

AsIs-ToBe分析、3Sモデル（スキーム､システム､サービス）などの実践的手法

ISO21503（プログラムマネジメントの手引き）対応済み

プログラムマネジメントも国際標準化の進展に合わせ改訂

※GAPPS：Global Alliance for Project the Project Professions “gapps pm“で検索
GAPPSのプログラムマネジメントに関するベンチマーキングで高評価

1.

P2M講習会

PMC講習会
（4日間）

PMSプログラム講習会
（4日間）

PMSプログラム
試験対策講座（2日間）

PMC講習会
（4日間）

P2Mプログラム
実践研修（2日間）

PMAJオンライン講座に吸収

PMSプログラム試験、PMS
資格試験のための試験対策

変更ナシ

変更

PMS講習会（8日間）
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P2Mは日本生まれのプログラム＆プロジェクトマネジメント

資格試験 試験範囲 受験料（税込）

PMS資格試験 P2M標準ガイドブック全て 100問 150分 39,270円

PMSプログラム試験
P2M標準ガイドブックの
第2部、第4部、第5部のみ    50問  75分

22,550円

PMSプログラム試験の受験資格拡大

P2M Program & Project Management 
for Enterprise Innovation

２.

１.
代表的なプログラムマネジメントの資格

PMAJのPMS資格

そのプログラムマネジメント標準はGAPPSで高評価
※GAPPS：Global Alliance for the Project Professions “gapps pm“で検索

PMIのPgMPⓇ 現在、英語での提供のみ

PMSプログラム試験はPMS資格試験の半分の試験範囲と受験料

PMSプログラム試験日程

試験実施月
申込み期間 試験期間

開始日 締切日 開始日 締切日

2026年2月 12月1日 1月20日 2月1日 2月28日

2026年6月 4月1日 5月20日 6月1日 6月30日

2026年10月 8月1日 9月20日 10月1日 10月31日

PMP
Ⓡ

等資格保有の皆さんへ
プログラムマネジメント資格にチャレンジしませんか

PMSプログラム試験の詳細はPMAJホームページをご確認ください。
（ https://www.pmaj.or.jp/p2m/exam/pms_pg/top.html ）

PMSプログラム試験の手続き

①「P2M標準ガイドブック」を書籍通販や一般書店から購入し勉強する。
②合格をより確実にするため「PMSプログラム試験対策講座(2日間)」を受講する。
③受験希望日、受験会場を決めPMSプログラム試験の申し込みをする。
申し込みには事前にPMAJから認定番号を取得する必要がある。

次の資格をお持ちの方はPMSプログラム試験合格で
PMS資格を取得可能（2016年度から）

・ 情報処理技術者（プロジェクトマネージャ）・ 技術士（総合技術監理部門）
・ ITC（ITコーディネータ） ・ CM（コンストラクション・マネジャー）
・ 中小企業診断士   ・ PMP Ⓡ 

P2M講習会

https://www.pmaj.or.jp/p2m/exam/pms_pg/top.html
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PMC資格取得を目指す方へ PMC講習会

プロジェクトマネジメントの体系的知識を習得する講習会で、PMC資格試験の受験に必要となる修了証
を発行します。会場またはオンライン参加に加え、録画視聴とアンケートの提出で出席扱いとします。

⚫ 開催時期 年6回 奇数月に開催します。（翌月申し込み、翌々月受験）

⚫ 日   程 4日間28時間のカリキュラムです。平日コースと土曜コースがあります。

⚫ 受講料 個人正会員： 税込 94,600円 （本体価格 86,000円）

                         法人正会員の社員または職員：     税込 94,600円 （本体価格 86,000円）

 非会員：    税込 104,775円 （本体価格 95,250円）

P2Mにおけるプロジェクトマネジメントの体系的知識を理解する。

第1日目

1. P2Mの概要と特徴（第1部）
2. プロジェクトマネジメント はじめに（第3部 序章）
3. プロジェクトとプロジェクトマネジメント（第3部 第1章）
4. プレ・システムモデルプロジェクト（第3部 第2章）
5. 立上げ（第3部 第3章）

第2日目
6. 計画（第3部 第4章）

第3日目

7. 実行（第3部 第5章）
8. コントロール（第3部 第6章）
9. 終結（第3部 第7章）
10. ポスト・システムモデルプロジェクト（第3部 第8章）
11. アジャイルプロジェクトマネジメント（第3部 第9章）

第4日目

12. プロジェクト組織マネジメント（第5部 第1章）
13. 人材マネジメント（第5部 第2章）
14. 情報マネジメントと情報インフラストラクチャー（第5部 第6章）

講座内容

PMC資格試験の受験には、基礎知識習得のために24時間以上の講習会受講が義務付けられています。

受験者

eラーニング（PMC）実施機関

講習（24時間以上）

PMAJ

講習（24時間以上）

PMC資格認定

PMC資格試験

講習応募 講習応募

受験申込み 受験申込み

PMC資格試験との関係

P2M講習会
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PMS資格取得を目指す方へ PMSプログラム試験対策講座

P2M標準ガイドブックに基づいて、プログラムマネジメントに関する体系的知識の中で、PMS資格試験、
PMSプログラム試験の試験対策上重要な部分を解説します。PDUポイント（12PDU）の証明書を

発行します。会場またはオンライン参加に加え、録画視聴とアンケートの提出で出席扱いとします。

⚫ 開催時期 年6回 PMC講習会と同期して開催します。

⚫ 日   程 2日間14時間のカリキュラムです。平日コースと土曜コースがあります。

⚫ 受講料 個人正会員： 税込 52,800円 （本体価格 48,000円）

                         法人正会員の社員または職員：    税込 52,800円 （本体価格 48,000円）

 非会員：   税込 79,200円 （本体価格 72,000円）

P2Mにおけるプログラムマネジメントの重要ポイントを効率的に学ぶ試験対策講座です。

第1日目

事業戦略（第4部） と事業経営基盤（第5部）
1. 戦略とその策定（第4部 第1章）
2. 事業戦略とプログラム（第4部 第2章）
3. プログラム戦略手法（第4部 第3章）
4. 知識・情報資産（第5部 第3章）
5. システムズアプローチ（第5部 第4章）
6. デザイン思考（第5部 第5章）

第2日目

プログラムマネジメント （第2部）
7. 会計とファイナンス（第4部 第4章）
8. プログラムマネジメント はじめに（第2部 序章）
9. プログラム（第2部 第1章）
10. プログラム統合（第2部 第2章）
11. プログラム戦略マネジメント（第2部 第3章）
12. プログラムマネジメントの事例（第2部 第4章）

講座内容

⚫ PMS資格試験、PMSプログラム試験の日程
PMS資格試験、PMSプログラム試験

試験実施月
申込み期間 試験期間

開始日 締切日 開始日 締切日

2026年2月 12月1日 1月20日 2月1日 2月28日

2026年6月 4月1日 5月20日 6月1日 6月30日

2026年10月 8月1日 9月20日 10月1日 10月31日

⚫ 次の資格をお持ちの方はPMSプログラム試験合格でPMS資格を取得可能（2016年度から）

① 情報処理技術者（プロジェクトマネージャ）  ② 技術士（総合技術監理部門）

③ ITC（ITコーディネータ） ④ CM（コンストラクション・マネジャー）

⑤ 中小企業診断士                                     ⑥ PMP Ⓡ

         
「PMP」は、Project Management Institute, Inc. (PMI) の登録商標です。

⚫ PMSプログラム試験の手続き

①P2M標準ガイドブック」をネット通販や一般書店から購入し勉強する。

②合格をより確実にするには「PMSプログラム試験対策講座(2日間)」を受講する。

③受験希望日、受験会場（全国280ヶ所）を決めPMSプログラム試験を申し込む。

上記の6資格のプロジェクトマネジメント関連資格者は、事前にPMAJから認定番号を取得する

必要がある。

P2M講習会
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P2M講習会

いつでも・どこでも・何度でも ひとりで学ぶミニ動画講座

各種ポイントを取得できます 社内研修に活用できます

プロジェクト
マネジメント

ステークホルダー
マネジメント

スコープマネジメント

資源マネジメント タイムマネジメント コストマネジメント リスクマネジメント

品質マネジメント 調達マネジメント コミュニケーション
マネジメント

プロジェクトマネジメント
一括購入

３部1章 プロジェクトとプロジェクトマネジメント

Copyright © 2014-2020
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４．プロジェクトマネジメントの定義

プロジェクトマネジメント（Project Management）とは、特定ミッションを達成
するために有期的なチームを編成して、プロジェクトマネジメントの専門
職能を駆使して、プロジェクトを公正な手段で効率的・効果的に遂行して、
確実な成果（Deliverables）を獲得する実践的能力（Capability）を
プロジェクトに適用することである。

定義

特別チーム

プロジェクト
マネジメント

価値創造
公正な手段

効率的遂行能力

効果的遂行能力

成果物獲得

実践能力

第１章 プロジェクトとプロジェクトマネジメント

【P 208】

３部2章 統合マネジメント

Copyright © 2014-2020
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ＷＨＯ ＨＯＷ

ＷＨＥＮ
ＨＯＷ ＭＵＣＨ

トレードオフ

スコープ
マネジメント

アーンドバリュー
マネジメント

コスト
マネジメント

品質
マネジメント

タイム
マネジメント

引き渡し管理

ライフサイクルマネジメント

報告・変更・課題管理

ワークパッケージ
ＷＨＡＴ

ＷＢＳ

プロジェクト
手順書

プロジェクト
組織

WBSを基準にしたベースライン ３．プロジェクト計画の作成

【P 231】

３部３章 ステークホルダーマネジメント

Copyright © 2014-2020
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２-１ ステークホルダーの特定 ２．ステークホルダーの特定

ステークホルダーの特定とは

プロジェクトオーナーとステークホルダー

「プロジェクトチャーター」、「プロジェクト組織図」などを基に、

プロジェクトに関与するステークホルダーの定量的および定性的な

情報を把握し、そこから利害、期待、影響度などを特定し、

「ステークホルダー登録簿」の作成を行うことである。

政府・行政

調達先
取引先

関連企業

金融機関
投資家
株主

受益者
ユーザー
消費者

地域住民

ＮＰＯ
ＮＧＯ
有識者

国際機関
援助機関

プロジェクトオーナー

経済的利害関係
環境側面での関係
社会的側面での関係

【P 245～P 246】

３部４章 スコープマネジメント
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ＷＢＳは、プロジェクトの目標を達成するために、プロジェクトの成果物や

フェーズに基づき、実行されるべきすべての作業を体系的に階層組織化して

表したもの。スコープマネジメントだけでなくタイムマネジネメント、コストマネ

ジメントの基礎データともなる。下位レベルになるほど詳細になる。

ＷＢＳとは何か

第１レベル 第２レベル 第３レベル 第４レベル

37.0  

ＸＸＸ

37.1  ＸＸＸ 37.1.1  

ＸＸＸ

37.1.1.1  ＸＸＸ

37.1.1.2  ＸＸＸ

37.1.2  

ＸＸＸ

37.1.2.1  ＸＸＸ

37.1.2.2  ＸＸＸ

37.2  ＸＸＸ 37.2.1  

ＸＸＸ

37.2.1.1  ＸＸＸ

37.2.1.2  ＸＸＸ

37.2.2  

ＸＸＸ

37.2.2.1  ＸＸＸ

37.2.2.2  ＸＸＸ

インデント型ツリー型

４-１ ＷＢＳの定義 ４．ＷＢＳの作成

【P 257～P 258】

３部５章 資源マネジメント
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制約性

相互関係性

再資源性

金融資源

情報資源物的資源

知的資源基盤資源

人的資源

• プロジェクト要員（組織内、派遣）
• 役務請負

• 資材
• 場所
• 装置
• ソフトウェア
• エンジニアリング環境

• 資本・負債
• 株式

• ネットワーク
• 経理システム等の組織内システム
• エンジニアリングツール
• プロジェクトマネジメント情報システム

• 知的所有権
✓ 特許
✓ 実用新案
✓ 商標
✓ 著作権
✓ ノウハウ/ナレッジ
✓ ブランド

• マネジメント関連データ
✓ 基準・ガイドライン
✓ テンプレート
✓ 過去の実績
✓ 各プロジェクトデータ

• 組織共有データ
✓ イントラネット情報

１-１ 資源マネジメントの目的 １．概要

プロジェクトにおける資源（6種類）

• 一般情報
• 業界情報
• 営業情報
• その他、必要な情報

• 組織内技術
✓ 先端技術分野、コア技術
✓ 人材の特定

【P 268】

３部 タイムマネジメント
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イベント
(orノード)

ADM

PDM

現在はこちらのPDMが
多用されている

ネットワーク手法とはプロジェクトを完成させるた
めの各作業を明確に定義、区分し、これらの論
理的相互関係を矢印で結び、ネット状に表示し
たものをいう

出典：アルテミス教育資料

表現方法には、アロー型（ADM：Arrow Diagram Method ）と
プレシーデンス型（PDM：Precedence Diagram Method）がある

具体的に提案されたもの
CPM：Critical Path Method

PERT：Program Evaluation and

Review Technique 

タスク

ダミー アロー

タスク

コンストレイント

２-７ ネットワーク手法(１) ２．スケジュールの立案

３部 コストマネジメント
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ＥＶＭで使われる用語の定義

コスト

時間

出来高(EV)
（アーンドバリュー）

スケジュール差異(SV=EV-PV)

コスト差異(CV=EV-AC)

今後完成までの
予想額(ETC) 完了時総予算(BAC)

（完成時総予算）

コスト効率指数(CPI=EV/AC)
スケジュール効率指数(SPI=EV/PV)

最終推定コスト(EAC)

期間予算(PV)
（プランドバリュー）

実際発生コスト(AC)
（実コスト）

３-４ アーンドバリューマネジメント （計画１１） ３．予算設定

【P 323】

３部８章 リスクマネジメント
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リスク対応とは？

移転 保有回避 分散 転嫁軽減

リスクコントロールプラン リスクファイナンス

リスク対応策の構成

５-２ リスク対応策の構成

リスク事象
損失の発生

【リスクが起こる前の対応策を考える】
発生を抑制する、たとえ発生しても影響度を
できる限り小さくする対応策を考える

【リスクが起こった後の対応策を考える】
リスクが発生した場合の後の対応策を
予め考える

プロジェクトにて分析・評価されたリスクを、低減 除去するための対応策のこと

５. リスク対応策の策定

【P 354】

１部 Ｐ２Ｍの特徴と概要
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概要 ［プロジェクトマネジメントの発展］

2001年～

◆タイム、品質、コストなどの目標を
明確にして成果を実現

◆ピラミッド・万里の長城・・・

1950年代

1980年代

◆プロジェクトマネジメント（ＰＭ）の
実行方法をプロセス化し、成果を実現する

◆環境変化に対応し複雑化する課題に
解決の道を開き 企業価値創造を実現
Ｐ２Ｍ

目標志向ＰＭ

プロセス志向ＰＭ

ミッション志向ＰＭ

黎明期

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
展

統合マネジメント

☆経験豊富な講師が質の高い講義を提供しています。
☆講義テキストはP2Mの体系的知識を要約したもので価値あるものです。
☆スキルアップ応援キャンペーン期間中に対象商品をお買い上げ頂いた
   方に、P2M標準ガイドブックをプレゼントします。
   対象商品： プロジェクトマネジメント一括購入

 プログラムマネジメント一括購入
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P2M講習会

100の知識よりも1つの実践事例 全額返金保証あり

ZOOM録画で見逃しなし 講師へ質問できます

スケジュール・マネジメントの基本 プロジェクト・ミーティングの進め方 振り返り分析を成功に導いた
チーム

プログラムマネジメントの肝 身近なプログラムマネジメント

オンラインでのグローバルコミュニ
ケーションを上手く進めるための秘

訣

PMAJではPMR資格者が経験を積み重ねて獲得したスキル、経験知を、
広く社会人向けに提供するためのオンライン講座を新設しました。

☆ZOOMウェビナーでの当日参加と1週間のZOOM録画視聴で見逃しなし。
☆講座内容に満足いただけない場合、理由を問わず返金いたします。
☆申込み後すぐZOOMから招待メール（参加URL、資料URL）が送られます。
☆セミナー終了時のアンケートを通じて、講師への質問等ができます。
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P2M講習会

【2026年度P2M講習会年間スケジュール】

※　開催地は全て東京です。会場/オンライン/オンデマンド録画のハイフレックス型で受講できます。

1日目 5月13日(水)  【PMC資格試験】

2日目 5月14日(木)  7月10日～31日（申込締切 ： 6/30）

3日目 5月20日(水)

4日目 5月21日(木)

1日目 5月27日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 5月28日(木)  6月1日～30日（申込締切：5/20）

1日目 7月4日(土)  【PMC資格試験】

2日目 7月11日(土)  9月10日～30日（申込締切 ： 8/31）

3日目 7月18日(土)

4日目 7月25日(土)

1日目 7月29日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 7月30日(木)  10月1日～31日（申込締切：9/20）

1日目 9月9日(水)  【PMC資格試験】

2日目 9月10日(木)  11月10日～30日（申込締切 ： 10/31）

3日目 9月16日(水)

4日目 9月17日(木)

1日目 9月30日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 10月1日(木)  10月1日～31日（申込締切：9/20）

1日目 11月4日(水)  【PMC資格試験】

2日目 11月5日(木)  1月10日～31日（申込締切 ： 12/31）

3日目 11月11日(水)

4日目 11月12日(木)

1日目 11月18日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 11月19日(木)  2月1日～28日（申込締切：1/20）

1日目 1月6日(水)  【PMC資格試験】

2日目 1月7日(木)  3月10日～31日（申込締切 ： 2/28）

3日目 1月13日(水)

4日目 1月14日(木)

1日目 1月20日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 1月21日(木)  2月1日～28日（申込締切：1/20）

1日目 3月6日(土)  【PMC資格試験】

2日目 3月13日(土)  5月10日～31日（申込締切 ： 4/30）

3日目 3月20日(土)

4日目 3月27日(土)

1日目 3月3日(水)  【PMS資格試験およびPMSプログラム試験】

2日目 3月4日(木)  6月1日～30日（申込締切：5/20）

第6回

第4回

第5回

第2回

第3回

PMC講習会
PMSプログラム
試験対策講座

直近の試験日程

第1回
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PMBOK ® ガイド /PM関連講座

PMBOK ® ガイド /PMP®関連講座
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PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
ご案内

特定非営利活動法人 日本プロジェクトマネジメント協会 (PMAJ)

世界で通用するプロフェッショナル・プロジェクト・マネジャーを目指す方に・・・

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PMP®試験に合格する必要があり、そのための受験資格として、以下を満たす必要があります。

  ① 35時間のPM教育を受けていること。 （内容が所定の教育を含んでいること)

  ② 4年制大学卒業または相当する学歴をお持ちの場合、3年または36か月以上のPM経験を有すること

  ③ 高等学校卒業または相当する学歴をお持ちの場合、5年または60か月以上のPM経験を有すること

※詳しくは、PMIが発行している"PMP Exam Content Outline"をご確認ください。

あなたもＰＭ職能のプロフェッショナルを目指すためにまず、
ＰＭＢＯＫ ® ガイド を学びませんか？

PMP®

資格

⚫ PMP®(Project Management Professional)は、PMI®(Project Management Institute)が

認定するプロジェクトマネジメントの資格です。

⚫ PMP®資格はプロジェクトの全般にわたるタスクを指導・指揮するプロジェクト・マネジャーとして

実践するための、関連職務実績と職務知識の保有をPMI®が認定するものです。

PMP®になるためには

日本プロジェクト・マネジメント協会(PMAJ)は、前身の日本プロジェクト・マネジメント・フォーラムの
発足以来、日本で初めてPMP®試験対応講座を実施し、延べ2,000人を優に超える受講者に
支持されてきました。

日本：3万6千人超

PMP®資格保有者(2025年8月現在)

「PMI」「PMP」「PMBOK」は、Project Management  Institute, Inc.(PMI) の登録商標です。

世界：160万人超

日本：5万人超

※PMAJは、2021年からPMI ®のプログラムであるATP(Authorized Training Partner)となっております。

 PMBOK ® ガイド &プロセス群：実務ガイド解説講座  (計21時間)

 PMBOK ® ガイド  基礎講座 (計 7時間)

 PMBOK ® ガイド  第7版 解説講座 (計 7時間)

PMBOK ®

関連講座

⚫ さまざまな業種でプロジェクトマネジメントを実践している多彩な講師陣が対応します。

⚫ 講座を組合せてPMP®資格試験受験に必要な35時間の受講証明を得ることが可能です。

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PMBOK ® ガイド &プロセス群：実務ガイド解説講座

⚫ 講座内容

⚫開催日： 年間スケジュールをご参照下さい。

⚫時間： 9：30～18：10(昼休み、休憩時間を含む)

⚫場所：
日本プロジェクトマネジメント協会
≪会場・オンラインのハイブリッド開催≫

東京都港区東麻布一丁目5番2号ザイマックス東麻布ビル7階

⚫受講料:： 個人正会員 税込 33,000円 （本体価格 30,000円）

法人正会員およびENAA賛助会員の社員または職員 税込 44,000円
（本体価格 40,000円）

非会員 税込 55,000円 （本体価格 50,000円）

⚫受講証明時間数： 21時間

⚫受講のお申込みはPMAJホームページ( https://www.pmaj.or.jp/ )よりお願いします。

⚫ PMIの推奨する、プロジェクトマネジメントの基本知識体系 を理解したい方

⚫ PMBOK ® ガイド と実務ガイドを業務に どのように活かせるかを考えている方

⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方

(試験対策講座ではありません。)

⚫ お勧めする方

第1日目 第2日目（続）

第1講 導入、はじめに 第10講 計画プロセス群(6) 調達他

第2講

第3講

プロジェクトの運営環境

プロジェクト・マネジャーの役割

第11講 実行プロセス群(1) 資源他

第12講 実行プロセス群(2) リスク他

第4講 立上げプロセス群 第3日目

第5講 計画プロセス群(1) 統合他 第13講 監視・コントロール・プロセス群(1)

第6講 計画プロセス群(2) スケジュール 第14講 監視・コントロール・プロセス群(2)

第2日目 第15講 監視・コントロール・プロセス群(3)

第7講 計画プロセス群(3) コスト・品質 第16講 終結プロセス群

第8講 計画プロセス群(4) 資源他 第17講 まとめ

第9講 計画プロセス群(5) リスク

2021年7月には第７版が原理・原則中心に発行されましたが、実践ではプロセスベースでのガイドも
必要となり、 PMBOK ® ガイド を補完する「プロセス群：実務ガイド」が2022年10月に刊行されてい
ます。また2025年刊行の第８版でもプロセスを再導入しています。

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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第1講 導入

はじめに

第4講 スケジュール・マネジメント

コスト・マネジメント

第2講 プロジェクトの運営環境

プロジェクト・マネジャーの役割

第5講 品質マネジメント

資源マネジメント

コミュニケーション・マネジメント

第3講 統合マネジメント

スコープ・マネジメント

第6講 リスク・マネジメント

調達マネジメント

ステークホルダー・マネジメント

⚫開催日： 年間スケジュールをご参照下さい。

⚫時間： 9：30～17：45(昼休み、休憩時間を含む)

⚫場所：
日本プロジェクトマネジメント協会
≪会場・オンラインのハイブリッド開催≫

東京都港区東麻布一丁目5番2号ザイマックス東麻布ビル7階

⚫受講料: 個人正会員 税込 11,000円 （本体価格 10,000円）

法人正会員およびENAA賛助会員の社員または職員 税込
22,000円 （本体価格 20,000円）

非会員 税込 33,000円 （本体価格 30,000円）

⚫受講証明時間数： 7時間

⚫受講のお申込みは、PMAJホームページ( https://www.pmaj.or.jp/ )よりお願いします。

PMBOK ® ガイド  基礎講座 

⚫ 講座内容

⚫ これからPMBOK ® ガイド を学んでみようとされている方

⚫ PMIの推奨する、プロジェクトマネジメントの概要をまず知りたい方

⚫ プロジェクトマネジメントが業務に どのように活かせるかを考えている方

⚫ PM職能のプロフェッショナルを目指す手はじめを探されている方

⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方

⚫ お勧めする方

本講座はPMBOK ®ガイド 第6版および第7版に対応しています。

2021年7月には第７版が原理・原則中心に発行されましたが、実践ではプロセスベースでのガイドも
必要とされています。さらに2025年刊行の第８版でもプロセスを再導入しています。

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PMBOK ® ガイド  第７版 解説講座

⚫ お勧めする方

⚫ 講座内容

⚫開催日： 年間スケジュールをご参照下さい。

⚫時間： 9：30～17：45(昼休み、休憩時間を含む)

⚫場所：
日本プロジェクトマネジメント協会
≪会場・オンラインのハイブリッド開催≫

東京都港区東麻布一丁目5番2号ザイマックス東麻布ビル7階

⚫受講料:： 個人正会員 税込 11,000円 （本体価格 10,000円）

法人正会員およびENAA賛助会員の社員または職員 税込
22,000円 （本体価格20,000円）

非会員 税込 33,000円 （本体価格 30,000円）

⚫受講証明時間数： 7時間

⚫受講のお申込みは、PMAJホームページ( https://www.pmaj.or.jp/ )よりお願いします。

⚫最新版のPMBOK ® ガイド 第7版を通じてこれからのPMの潮流について知りたい方

⚫ PMBOK ® ガイド 第7版が第6版からどのように変わったか知りたい方

プロセスベース中心から原則およびパフォーマンス領域中心への変化等

⚫ PMBOK ® ガイド 第6版のPMプロセスがご自身の実務と乖離していると考えている方

⚫ PMP®資格試験の受験資格に必要なPM教育時間を必要としている方

1. PMBOK® ガイド  第7版変更点の概要

2. プロジェクトマネジメント標準の概要（原則他）

3.  PMBOK® ガイド  の概要（パフォーマンス領域他）

4.  PMIstandard+TM 概要 

プロジェクトマネジメントの最新の動向に根ざしたPMBOK ®ガイド 第7版の全体像をふまえて、その
内容を実践の視点で学びたいとの多くの声に応えるために、 PMBOK ®ガイド第7版のエッセンスを凝
縮した1日講座を開講いたします。 さらに2025年刊行の第８版の特徴についても言及します

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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◼ 2026年度 講座開催スケジュール

※ 諸般の事情により、上記の講座スケジュールは変更となることがあります。
実際の開催日については、PMAJの協会HPのPM講座のページでご確認下さい。

PMBOK ® ガイド &プロセス群：実務ガイド解説講座

第6回 2026年5月23日（土）、30日（土）、6月6日（土）

第7回 2026年10月3日（土）、17日（土）、24日（土）

第8回 2027年2月7日（日）、13日（土）、20日（土）

PMBOK ® ガイド  基礎講座

第49回 2026年5月16日（土）

第50回 2026年9月26日（土）

第51回 2027年1月23日（土）

PMBOK ® ガイド  第7版 解説講座

第8回 2026年6月13日（土）

第9回 2026年10月31日（土）

第10回 2027年2月27日（土）

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PM主催講座

PM主催講座
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■ ＰＭＡＪ特別企画講座の位置づけと特長

プロジェクト/プログラムを成功させ価値を創出するはリーダーやマネジャーは、 しっかりと役割
を果たす能力を有し、リーダーシップを発揮しています。 チーム・メンバーの自主性を大切にし、
アイデアや専門技術を十分に生かして成果を上げていきます。また、ＤＸ時代のプロジェクト/プ
ログラムは、激しい環境の変化や技術の変化に合わせ柔軟に対応するだけでなく、高いパ
フォーマンスも求められています。ＰＭＡＪ特別企画講座は、このようなＤＸ時代のプロジェクト/
プログラムをリード・マネジメントする人材を養成することを目的としています。
会員アンケートで要望の多かったプログラムマネジメントとＤＸの実践事例、ヒューマン・スキル、

トレンドなどのテーマから講座を選択・企画しています。
プロジェクトやプログラムを成功に導くための、知識、ツールと技法、考え方を学び、ディスカッ

ションやワークショップを通して、コンピテンシー(職務遂行能力)として習得することを目指します。
また、一人ひとりの育成だけでなく、組織的プロジェクトマネジメントとして、プロジェクトマネジメ

ント人材を養成する仕組みや方法についても学べる講座も開催しています。

プロジェクト・

プログラム

人材 組織

コンピテンシー

(職務遂行能力)

■対象者

プロジェクト/プログラムマネジメントのコンピテンシー習得を目指している方。
さらなる成長を目指しているプロジェクト/プログラム・マネジャーの方。
ＰＭＳ資格、ＰＭＰ資格など資格更新に必要な継続学習をされている方。

ＰＭコンピテンシーを強化する
特別企画講座

ご案内

PM主催講座
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PM主催講座

特別企画講座 「プロジェクトマネジャーの正しい育て方」

【講座概要】
プロジェクトの失敗が繰り返され､経営や個人に多大な影響を与えている現場がまだまだあります。

これは、プロジェクトの高難度化に対応できるプロジェクトマネジャー(プロマネ)の育成に失敗していること

が一因ではないでしょうか？また、プロマネの失敗を見たプロマネ候補は、プロマネを目指す意欲が薄れ

てしまい、プロジェクトの急増に対応できるプロマネが確保できないという失敗プロジェクトによる負の連鎖

を招いています。従って正しいプロマネの育成方法の確立は喫緊の課題と言えます。当講座はプロマネ

育成の課題を解決する『ものがたり継承法』をご紹介し、明日からの実践をご提案します。

【 講 師 】 吉野 均 ナレッジハンター 【対象業種】 全般

【開催日程】 6.5時間･･･ 5月15日(金)、12月4日（金）

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込11,000円（本体価格10,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込13,200円（本体価格12,000円）

PMAJ非会員 税込16,500円（本体価格15,000円） PDUCPU

特別企画講座 アジャイル開発への道案内 ～システムを通して業務革新をリードするために～

【講座概要】 DXに向けアジャイル開発を導入する企業が増え、PMBOK第7版はアジャイル開発を大きく取り
込んで改版されています。アジャイル開発はシステム開発手法である一方、システム開発を通
して業務を革新し、経済競争力を得る方法論であると考え、PMAJは、2016年にPM・マネジメン
ト向けに「アジャイル開発への道案内」を発刊しました。実際、大手SIerの経営層のアジャイル
開発の認識をシステム開発手法から経済競争力を得る方法論に変えています。本講座は、ア
ジャイル開発の①生まれた背景②概要③採用する上での留意点、リスク回避方法④今後への
展望について、Webサービス構築、自治体への導入などの事例での分析を通じて実践的に学
びます。ビジネス・PM視点からアジャイル開発を理解し、DXをリードできることに貢献します。

【 講 師 】 小原 由紀夫 元富士通株式会社 【対象業種】 システム開発

【開催日程】 6時間･･･6月6日 （金）

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】

PDUCPU

PMAJ個人正会員 税込11,000円（本体価格10,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込13,200円（本体価格12,000円）

PMAJ非会員 税込16,500円（本体価格15,000円）

特別企画講座 価値実現を見届ける「プログラムマネジメント現場適用」

【講座概要】 複雑さが増す社会の中で、単一のプロジェクトで価値を実現することは限られ、複数のプロジェクトを

同時並行で行う必要があります。複数のプロジェクトを扱うことで不確実性が高まり、より高度なマネジ

メント手法であるプログラムマネジメントの重要性が改めて見直されています。

本講座では理論に基づいた 『プロジェクトとプログラムの違い』、実践を意識した 『上級PM心得八箇

条』 などを織り交ぜ、みなさんが直面している課題をプログラムマネジメントでいかに解決するかを、共に

考えて行きたいと思います。

【 講 師 】 アンリ近藤 （近藤 浩） ビズフォリオ合同会社 【対象業種】 全般

【開催日程】 6時間・・・ 7月17日(金)

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】

PDU

PMAJ個人正会員 税込11,000円（本体価格10,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込13,200円（本体価格12,000円）

PMAJ非会員 税込16,500円（本体価格15,000円）
CPU
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PM主催講座

特別企画講座 「実践！なぜなぜ5回(階)」～目から鱗が落ち、隠れた原因が見えた

【講座概要】 1．実際の分析 ・・・プロジェクトの現場において、発生した問題の実際の分析を紹介
2．なぜなぜ5回(階)体系 ・・・なぜなぜ5回(階)について分析を進めるための概要を紹介
3．現場の再分析 ・・・なぜなぜ5回(階)により、「1．実際の分析」と同一の問題を再分析
4．管理者の分析 ・・・「3．現場の再分析」から管理者に関して分析を連携させる
5．再分析の考察 ・・・「3．現場の再分析」について、なぜなぜ5回(階)体系に従い、再分析を考察
6．価値共有 ・・・なぜなぜ5回(階)体系の基盤となる「価値共有」を紹介し、PMの実践を提言

【 講 師 】 小原 由紀夫 元富士通株式会社 【対象業種】 サービス開発・運用

【開催日程】 6時間・・・10月24日（金）

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】

PDU

PMAJ個人正会員 税込11,000円（本体価格10,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込13,200円（本体価格12,000円）

PMAJ非会員 税込16,500円（本体価格15,000円） CPU

特別企画講座 チームリーダーに不可欠なプロジェクトマネジメントの本質

【講座概要】 当講座は、大好評を得て継続開催中の『ものがたり継承法』講座の第２弾です。若手技術者も受

講でき、PMの実践的な知恵と、明日から直ぐに実践できる『ものがたり継承法』の技法を学べる講座

が欲しいとの受講者の声に応えて企画した講座です。 DX時代のチームリーダーに欠かすことができな

いPMの本質を、『高度な課題解決力』と定義し、『高度な課題解決力』とは何かを、理論と『ものがた

り』事例で深く学んで頂きます。 その上で、チームの課題解決力を高めるために役に立ち、簡単に明

日からすぐ使える『秘密のエピソード』を実践できる知恵を学んで頂きます。

【 講 師 】 吉野 均 ナレッジハンター 【対象業種】 全般

【開催日程】 6.5時間･･･ 10月2日（金） 、2月12日（金）

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込11,000円（本体価格10,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込13,200円（本体価格12,000円）

PMAJ非会員 税込16,500円（本体価格15,000円） PDUCPU

特別企画講座 世界のPMO動向～世界のPMOが直面している課題～2026

【講座概要】 ここ数年、PMOの役割の変化に注目が集まっており、コロナパンデミックによって、PMOが対応することの

多くのビジネス上の優先事項が変化しました。 この変化により、PMOは、追跡、監視、および報告に

焦点を当てたプロジェクト、プログラムのマネジメント支援から、実際のビジネス成果の管理と優先順位

付けに移行していきました。 PMOは、組織の変化の中心的役割を果たしてきました。本講義では、

PMOの変化への対応をPMOグローバルアライアンスのアワードの優秀プロジェクトの事例や、PMOのレポ

ートを通じて紹介します。

【 講 師 】 片江 有利 元ＰＭＩ日本支部会長 【対象業種】 全般

【開催日程】 3.0時間･･･ 日程調整中

【講習会場】 PMAJ会議室とオンラインのハイブリッド開催

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込5,500円（本体価格5,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込6,600円（本体価格6,000円）

PMAJ非会員 税込8,250円（本体価格7,500円） PDUCPU
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PM主催講座

特別企画講座 価値を創造するプロジェクトのためのPMO導入の勧め

【講座概要】

【 講 師 】 永谷 裕子 氏 元ＰＭＩ日本支部事務局長
片江 有利 氏 元ＰＭＩ日本支部会長

【対象業種】 全般

【開催日程】 6時間×2日間 ・・・日程調整中

【講習会場】 PMAJ会議室

【 受 講 料 】

PDU

PMAJ個人正会員 税込22,000円（本体価格20,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込26,400円（本体価格24,000円）

PMAJ非会員 税込33,000円（本体価格30,000円） CPU

市場が激しく変化する今の時代、PMOを介してのプロジェクトマネジメントのグッドプラクティスの導入
は企業の存続にかかせません。
本研修では講義と演習を通して、PMOがどのように企業のプロジェクトの成功に貢献するか、また日
本の実情に適したPMOの在り方はなにかを学んでいきます。

月例講演会 ビジネス×システム融合のプロジェクト規模別アジャイルアプローチ

オンライン開催

【講座概要】 DXの現代において、アジャイルアプローチはシステム開発領域を超え、企画立案や業務プロセス変革

などのビジネス領域でも重要な手法として注目されています。しかし、プロジェクトの規模や特性を考慮
せず画一的にアジャイル手法を適用すると、かえってプロジェクトの失敗を招くケースが少なくありません。

例えば、大規模プロジェクトに小規模向けの手法であるスクラムを適用し、チーム・組織間の連携不足
やガバナンスの欠如からプロジェクトが頓挫するケースがあります。また、アジャイル開発ではどのような規
模であっても、ユーザ部門・業務部門と情シス部門の垣根を超えワンチームで推進することが重要です。
そのような課題認識のもと、プロジェクト規模に応じたアジャイル手法を体系的に解説します

【 講 師 】 尾形 順一 本間 翔 Ridgelinez株式会社 【対象業種】 全般

【開催日程】 1.5時間・・・1月30日

【講習会場】

【 受 講 料 】

PDUCPU

PMAJ個人正会員 税込1,600円（本体価格1,455円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込1,600円（本体価格1,455円）

PMAJ非会員 税込1,600円（本体価格1,455円）

学生（学生を本分とする） 税込1,600円（本体価格1,455円）

2026年度月例講演会の開催予定はPMAJトップページの右側にある「月例講演会」をご覧ください。
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PM関連セミナー

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PM研究・研修部会セミナー  ご案内
プロジェクトマネジメント(PM)に関する様々なトピックを取り上げ、PM研究・研修部会員が研究した

成果を報告します。次のような方に受講をお勧めします。

対  象
⚫ PM標準に関する

一定の知識は身に着けてきたが、

更なるスキル強化を図りたい方

⚫ 世界の様々な

PM標準の特性を

理解したい方

⚫ PM周辺領域の知識を

身に着けたい方

⚫ 開催日 ： 2026年6月、9月、12月、2027年3月（未定）

※その他、臨時セミナーとして開催する場合があります。

⚫ 時間 ： 19：00～20：30(開場 18:30)

⚫ 場所 ： 日本プロジェクトマネジメント協会

東京都港区東麻布一丁目5番2号ザイマックス東麻布ビル7階

⚫ 受講料 ： 個人正会員 税込 2,100円 （本体価格 1,909円）

法人正会員 税込 2,600円 （本体価格 2,364円）

非会員 税込 3,100円 （本体価格 2,818円）

⚫ 発行ポイント ： CPUポイント：1.5ポイント、PDUポイント：1.5ポイント相当

⚫ 受講のお申込みは、PMAJホームページ( http://www.pmaj.or.jp/ )よりお願いします。

テーマは都度、タイムリーな内容を選択しています。開催日の1ヶ月前を目安に順次掲載します。

⚫ ISO 21500シリーズの紹介

⚫ PMBOK ® ガイド  新版発行時の変更点解説

⚫ PMI®以外のPM世界標準の紹介

⚫ PM標準周辺領域の紹介

⚫ 各種PM手法の評価、解説、実践事例紹介

⚫ PM関連の各種ワークショップ

✦これまでのPM研究・研修部会セミナーのテーマ(抜粋)

⚫ PM関連の最新動向を

キャッチアップしたい方

講座案内

PMBOK ® ガイド /PM関連セミナー
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PM共催講座
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総合入門講座 プロジェクト計画書の作り方・書き方・活かし方

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、プロジェクト計画書を書くためのノウハウ、使うためのポイントを解説した上で、そのポイン
トを確認しながらプロジェクト計画書を書く演習を行います。もちろん、手法が必要な部分は「ポイン
ト」として手法の解説もします。プロジェクト計画書を書きながらプロジェクトマネジメントの仕組みが分
かるように工夫されている講座です。

【 講 師 】 鈴木 道代   ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：4月14日（火）、7月6日（月）、10月29日（木）、1月22日（金）
B：5月27日（水）、8月8日（土）、11月25日（水）、2月6日（土）
C：6月24日（水）、26日（金）、9月2日（水）、4日（金）

12月16日（水）・18日（金）、3月17日（水）・19日（金）
【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU

PM共催講座

総合入門講座 ＰＭ標準１０のステップ・コース

【講座概要】 公開セミナーは我が国最多の実績（300回超）を持つ、定番のPM社セミナーです。あらゆる業界に
共通する「PM標準 １０のステップ」を２日間集中して「明るく楽しく元気よく」学びます。。計画のプロ

セスでは、プロジェクト目標の設定、計画のプロセスでは、ＷＢＳ、役割分担表、作業量・所要時間
見積り、作業ネットワーク、クリティカル・パス、ネットワーク図、作業負荷の平準化、リスク分析、監視
とコントロールのプロセスでは、変更管理、終結のプロセスでは、事後の振り返りなどを学習します。

【 講 師 】 ＊ プラネット㈱ 【対象業種】 全 般

【開催日程】 4月16日（木）・17日（金）、5月14日（木）・15日（金）、6月11日（木）・12日（金）
7月16日（木）・17日（金）、8月20日（木）・21日（金）、9月17日（木）・18日（金）
10月22日（木）・23日（金）、11月19日（木）・20日（金）、12月10日（木）・11日（金）
1月21日（木）・22日（金）、2月18日（木）・19日（金）、3月11日（木）・12日（金）

【講習会場】 KFC HALL（東京都墨田区横網）

【 受 講 料 】
PMAJ個人正会員 税込106,590円（本体価格96,900円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込106,590円（本体価格96,900円）

PMAJ非会員 税込125,400円（本体価格114,000円）
PDUCPU

ZOOMオンライン

総合実践講座 プロジェクト監査の理論と実際

【講座概要】 プロジェクトの成功、プロジェクトマネジメントの組織成熟度の向上など、いくつかの目的からプロジェク
ト品質に注目が集まっています。このセミナーでは、プロジェクト品質の向上の方法としてプロジェクト
監査に注目し、その進め方、監査視点、マネジメントプロセス（立上げ、計画、コントロール、リスク、コ
ミュニケーションなど）における具体的な監査ポイントを解説します。これらは講師が実際の外部監査
活動で使っている視点やポイントであり、その実践的な内容になっています。また、組織として監査を
どのように位置づけていくかについても解説します。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･4月28日（火）、7月16日（木）、10月16日（金）、1月27日（水）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円） PDUCPU
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総合実践講座 プロジェクト知識マネジメント～質の高い振返りでプロジェクトを変える

ZOOMオンライン

【講座概要】 プロジェクトには振り返りが必須です。この講座は、振り返りだけに焦点を当てて、その方法とゴールを考える
講座です。プロジェクトを巡る振り返りには３つのレベルがあります。一つは、プロジェクトマネジャーやメンバーが
自身の成長を目的に行う個人レベルの振り返りです。ここでは、基本的に内省（リフレクション）が振り返りの
手段になりますが、場合によってはグループでの振り返りによって個々人の振り返りを行うケースもあります。二
番目は、プロジェクトのレベルで、これはプロジェクトのプロセスや、成果物に関する振り返りです。一般的には
ポストプロジェクトレビューと呼ばれるものです。三番目は、組織レベルの振り返りで、プロジェクトで得た知見を
組織として知識にしていくことを目的として行います。振返りが有効に機能するには、この３つのレベルの振返
りを統合させる必要があります。本講座は、プロジェクトの上位管理者やＰＭＯなど、振り返りの活動を推進
する立場の人にお勧めです。

【 講 師 】

【開催日程】 3.5時間･･･10月3日（金）、1月7日（水）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円）
PDU

鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

CPU

PM共催講座

総合実践講座 ステークホルダーマネジメント～良好な人間関係を築きプロジェクトを成功させる

ZOOMオンライン

【講座概要】 不確実性が大きく、スピードの速いビジネス環境でＩＴや製品開発などのプロジェクトを行う場合、上位組織や
関係部門、顧客やチャネルといったプロジェクトに影響を持つ関係者の協力を引き出さない限り、成功が難し
くなっているのが現状です。ステークホルダーマネジメントがうまくできればプロジェクトは期待通りの成果を上げ
ることができます。本講座では、ステークホルダーエンゲージメントマネジメントとして、プロジェクトの成功を実現
するために、ステークホルダーの期待に答え、ステークホルダーとどのような関係を構築していけばよいかを考えま
す。【 講 師 】

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：4月21日（火）、7月2日（木）、10月19日（月）、1月7日（木）
B：4月1日（水）、8月18日（土）、10月7日（水）、1月30日（土）
C：5月13日（水）、15日（金）、8月5日（水）、7日（金）

12月23日（水）・25日（金）、3月24日（水）・26日（金）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDU

鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

CPU

総合実践講座 マルチプロジェクトマネジメント

【講座概要】 多くの企業や組織では、個々のプロジェクトについてはしっかりとマネジメントをしているものの、その部

門で実施しているプロジェクト全体についてはコントロールできないままにプロジェクトが実施されていま

す。このため、一つのリソース配置でコンフリクトが起こったり、あるプロジェクトで起こった問題で別のプ

ロジェクトに影響がでるといったことが起こっています。このような問題を回避するためには、マルチプロ

ジェクトマネジメントの導入が求められます。この講座では、プロジェクトネットワークとバッファリング、お

よび、アライメントを基本としたマルチプロジェクトマネジメントの方法を学びます。

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円） PDU

ZOOMオンライン

【 講 師 】

【開催日程】 3.5時間･･･5月21日（木）、8月18日（火）、11月20日（金）、2月8日（月）

【講習会場】

鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

CPU
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総合実践講座 コンセプチュアルなプロジェクトマネジメントのポイント

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、ＶＵＣＡ時代に対応したプロジェクトマネジメントを実現するために、プロジェクトマネジメ
ントをコンセプチュアルにするためのポイントを解説します。コンセプチュアルなプロジェクトマネジメントの
イメージを明確にし、プロジェクトへの要求の本質を反映したコンセプトを創る方法を解説します。目
的と目標の決定、計画、プロジェクト運営、トラブル対応について解説します。

【 講 師 】 鈴木 道代 ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：5月18日（月）、8月21日（金）、11月26日（木）、2月9日（火）
B：6月10日（水）、9月19日（金）、12月2日（水）、3月27日（土）
C：4月8日（水）・10日（金）、7月29日（水）・31日（金）

10月21日（水）・23日（金）、1月20日（水）・22日（金）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU

PM共催講座

総合実践講座 リスクに強いプロジェクトと組織を作る

ZOOMオンライン

【講座概要】 組織がリスクマネジメントを強化するために必要なプロジェクトマネジャーのリーダーシップ、リスクへの
迅速な対応、および、リスクが発生した場合のリスク対応力の強化について具体的な方法を理解す
るとともに、組織のリスクマインドを向上させるための施策やプロジェクトマネジメントのあり方について
考える。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･ 6月4日（木）、9月11日（金）、12月15日（火）、3月17日（水）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円）
PDUCPU

総合実践講座 ベンダーマネジメント

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、そもそも、調達の利点と欠点は何なのか、なぜ調達するのかを考え、そのために必要
なマネジメントを考える。
ＰＭＢＯＫ（Ｒ）の調達マネジメントの考え方をベースに、プロジェクトにおけるベンダーマネジメントの流
れを理解し、必要なベンダーマネジメントの方法について学ぶ。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･ 6月9日（火）、9月2日（水）、12月14日（月）、3月25日（木）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円） PDUCPU
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総合実践講座 リカバリーマネジメント

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座はリカバリーマネジメントの方法について解説し、トラブルをプロジェクトの問題と技術的な問
題に分けて、それぞれに対して、アセスメント、および、リカバリーのソリューションを紹介する。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･5月29日（金）、8月19日（水）、11月12日（木）、2月15日（月）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円） PDUCPU

PM共催講座

総合実践講座 事例に学ぶＰＭＯの立上げと運営

【講座概要】 プロジェクトマネジメントの成功のために、ＰＭＯの設立が重要だと考えられるようになっています。

ですが、ＰＭＯを設立すればうまく行くということではありません。ＰＭＯの設立は諸刃の剣のようなとこ
ろがあり、プロジェクトマネジメント活動の負荷を重くし、足を引っ張る結果になりかねないリスクも抱
えています本講座では、どのように考えてＰＭＯを設立し、また、その後の運営をどうすればよいかを
解説する。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･4月9日（木）、7月13日（月）、10月20日（火）、1月29日（金）

【講習会場】 ZOOMオンライン

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円）
PDUCPU

総合実践講座 プロジェクトマネジメント手法の確立と標準化

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、プロジェクトマネジメントの標準化の進め方を理解するとともに、プロジェクトマネジメント
標準ツールの事例（プロジェクト憲章など）を見ながら設計方法を習得する。
標準化の進め方、プロジェクトマネジメント標準ツールの設計を取り上げ、解説し、演習にて知識の
補完を行う。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･5月28日（木）、8月25日（火）、11月13日（金）、2月1日（月）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円） PDUCPU
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PM共催講座

総合実践講座 ＰＭ養成講座（全５回）

ZOOMオンライン

【講座概要】 プロジェクトをコントロールできるプロジェクトマネジャーを目指し、ＰＭコンピテンシーの強化を計り、５
回（５時間×５日）に分けて実施します。強化するコンピテンシーは、①顧客コンピテンシー②戦略コ
ンピテンシー③成果コンピテンシー④チームコンピテンシー⑤品質コンピテンシーであり、それぞれ、 第
１回から第５回に対応しています。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 25時間 ※ 区分A,Bは37頁を参照のこと。区分A、Bの日程は同じ。上期4回下期4回実施。
A、B：4月13日（月）・27日（月）・5月11日（月）・25日（月）・6月8日（月）
A、B： 7月9日（木）・23日（木）・8月6日（木）・20日（木）・9月3日（木）
A、B：10月10日（土）・24日（土）・11月7日（土）・21日（土）・12月5日（土）
A、B： 1月19日（火）・2月2日（火）・16日（火）・3月2日（火）・6日（火）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込99,000円（本体価格90,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込99,000円（本体価格90,000円）

PMAJ非会員 税込110,000円（本体価格100,000円）
PDUCPU

総合実践講座 「影響力の法則(R)」を活かすステークホルダーマネジメントの実践

ZOOMオンライン

【講座概要】 メンバーや社内の各部門だけではなく、上位者や顧客に対しても、積極的に働きかけることで、ス
テークホルダーを動かしているプロジェクトマネジャーがいます。

この動かす力が「影響力」です。本講座では、影響力の法則（Ｒ）を実践することで、ステークホルダー
に対して、影響力を発揮し、プロジェクトの成功を目指します。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）

7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。下期6回実施。
A：5月19日（火）、8月24日（月）、11月19日（木）、2月17日（水）
B：6月3日（水）、9月26日（土）、12月16日（水）、3月20日（土）
C：4月15日（水）・17日（金）、7月1日（水）・3日（金）

10月28日（水）・30日（金）、1月13日（水）・15日（金）

PDUCPU

総合実践講座 クリティカルシンキングを活用したプロジェクトマネジメントの実践

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、クリティカルシンキングを習得された方が、プロジェクトマネジメントにおいて、どのように
応用するのかについて解説し、演習を行います。プロジェクトマネジメントとして重要なポイントである、
本質要求に対応する、リスクに対応する、ステークホルダーの期待をマネジメントする点において、クリ
ティカルシンキングの適用を取り上げています。クリティカルな思考態度を身につけ、それをプロジェクト
マネジメントで活かすことで、適切な判断ができ、難度の高いマネジメントができることを目指します。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：6月26日（金）、9月28日（月）、12月1日（火）、3月4日（木）
B：4月8日（水）、7月25日（土）、10月28日（水）、1月16日（土）
C：6月10日（水）・12日（金）、8月26日（水）・28日（金）

11月18日（水）・20日（金）、1月27日（水）・29日（金）
【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU
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総合実践講座 戦略を実行するプログラムマネジメント

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座は、事業戦略を実行するためのプログラムマネジメントの基本について学びます。
プログラムマネジメントは、プログラムデザイン、ステークホルダーマネジメント（多様なステークホルダーと
いかに向き合うか）、ベネフィットのマネジメント（戦略実行によるベネフィットの実現）、プログラム内で
実行するプロジェクトの調整からなります。この講座ではこれらのマネジメントを学び、さらに、戦略を
実現する上でのガバナンスマネジメントについても学びます。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 3.5時間･･･6月5日（金）、9月29日（火）、12月17日（木）、3月3日（水）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込19,250円（本体価格17,500円）

PMAJ非会員 税込22,000円（本体価格20,000円）
PDUCPU

専門講座 本質に注目したコンセプチュアルな問題解決

ZOOMオンライン

【講座概要】 本質に対する関心が高まっていますが、本質がもっとも重要なのはやはり、問題解決です。問題解
決における本質の役割は問題発見と問題解決の２つだと考えられます。このような特徴を持つ問題
解決のプロセスをコンセプチュアルな問題解決と呼び、コンセプチュアル思考を活用して実現できると
考えています。 本講座はコンセプチュアルな問題解決について基本を学び、体験をする講座です。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：5月14日（木）、8月5日（水）、11月9日（月）、2月26日（金）
B：6月17日（水）、9月12日（土）、12月23日（水）、3月6日（土）
C：4月22日（水）・24日（金）、7月15日（水）・17日（金）

10月7日（水）・9日（金）、1月6日（水）・8日（金）
【講習会場】

専門講座 クリティカルシンキング入門～システム思考で考える

ZOOMオンライン

【講座概要】 この講座では、クリティカルシンキングを「主体的に、合理的で内省的な思考によりものごとを多面的
に捉えて、本質を見抜く思考法」と定義しています。クリティカルシンキングを実行するためのステップ
を示します。さらに、クリティカルシンキングのトレーニングのために、情報の解釈、問題解決、意思決
定の演習を行います。「正しい思考態度」を身につけたい全ての方に参加いただきたい講座です。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：4月20日（月）、7月14日（火）、10月15日（木）、1月8日（金）
B：6月24日（水）、8月1日（土）、11月18日（水）、3月13日（土）
C：6月3日（水）・5日（金）、9月16日（水）・18日（金）

11月4日（水）・6日（金）、2月17日（水）・19日（金）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU
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専門講座 コンセプチュアル思考によるコンセプト力講座

ZOOMオンライン

【講座概要】 この講座は、事業コンセプト、製品コンセプト、仕組み（システム）のコンセプト、マネジメントのコンセ
プト、プロジェクトのコンセプトなど、コンセプトを構想する立場にあるリーダー、また、ビジョン策定をす
る立場にあるリーダーに受講して戴きたい講座です。もちろん、コンセプチュアルスキルの向上を目指
す人にもお奨めの講座です。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：6月22日（月）、9月10日（木）、12月18日（金）、3月24日（水）
B：4月15日（水）、7月11日（土）、10月21日（水）、1月23日（土）
C：5月20日（水）・22日（金）、8月19日（水）・21日（金）

11月25日（水）・27日（金）、2月3日（水）・5日（金）

【講習会場】
【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU

専門講座 コンセプチュアル思考を活用したコミュニケーションの考え方と実践 

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、まず「説明」について取り上げます。説明をうまくしようとすれば、説明したいことの本質
を見極め、抽象的な概念として示す一方で、具体的な現象を組み合せて説明する、イメージを示
した上でそのイメージを分解して説明するといったコミュニケーションテクニックが必要ですが、これらは
すべてコンセプチュアルスキルでカバーできるものです。説明が長い、交渉が下手、リーダーシップがな
いといった指摘をされている方、ぜひ、ご受講ください。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU

7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：6月16日（火）、9月17日（木）、12月7日（月）、3月12日（金）
B：4月22日（水）、7月4日（土）、10月14日（水）、2月13（土）
C：5月27日（水）・29日（金）、7月22日（水）・24日（金）

11月11日（水）・13日（金）、2月24日（水）・26日（金）

【開催日程】

総合実践講座 コンセプチュアル思考のポイントと活用～ＶＵＣＡ時代の思考法

ZOOMオンライン

【講座概要】 この講座は、コンセプチュアルな思考について学ぶ講座です。コンセプチュアルな思考は、一般的に
抽象と具体のような両極にある視点からの思考を組み合わせて行います。
この講座では、具象と抽象、客観と主観、論理と直感、明確と曖昧、分析と大局の５つの軸を考え
ます。自身の業務やマネジメントを創造的、かつ、高品質にしたい人にお勧めです。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：4月23日（木）、7月29日（水）、10月30日（金）、1月25日（月）
B：5月20日（金）、8月29日（土）、11月11日（水）、2月27日（土）
C：4月1日（水）・3日（金）、7月8日（水）・10日（金）

10月14日（水）・16日（金）、3月10日（水）・12日（金）
【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU
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専門講座 コンセプチュアルスキル入門～本質を見極め、行動するスキル

ZOOMオンライン

【講座概要】 コンセプチュアルスキルは、周囲で起こっている事柄や状況を構造的、概念的に捉え、事柄や問題の
本質を見極め、行動に活かしていくスキルです。コンセプチュアルスキルのポイントは本質を見極めること
にあり、さらに本質を思考や行動に活用することにあります。本講座では、この２点に絞り、まず、本質
を見極める方法を学び、それを洞察や応用に活かす方法を演習を中心にして学びます。

【 講 師 】 鈴木 道代  ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間 ※ 区分A,B,Cは37頁を参照のこと。上期6回下期6回実施。
A：4月16日（木）、7月7日（火）、10月23日（金）、1月18日（月）
B：5月13日（水）、8月22日（土）、11月4日（水）、2月20日（土）
C：6月17日（水）・19日（金）、9月9日（水）・11日（金）

12月2日（水）・4日（金）、3月3日（水）・5日（金）
【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU

専門講座 コンセプチュアルな組織を創るマネジメント

ZOOMオンライン

【講座概要】 本講座では、コンセプチュアルな組織を創る、つまり、
・組織のメンバーがコンセプチュアルな活動ができる
・組織やチームとしてコンセプチュアルな活動ができる
ためには、マネジメントはどうあればよいかを考えます。

【 講 師 】 鈴木 道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間･･･5月12日（火）、8月3日（月）、11月27日（金）、2月18日（木）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円） PDUCPU

専門講座 イノベーション力を身につける

ZOOMオンライン

【講座概要】 全く新しいことを考える場合に、必要になるのが、イノベーション力である。新しい技術、新しいプロセ
ス、新しい製品を生み出す力があるかないかで、イノベーションを生み出すことができるかどうかが決ま
る。これまでにやっていないことを展開するには、単にアイデアを考えればよいというものではなく、マイン
ドや行動力も必要である。これらをすべて併せてイノベーション力である。本講座はイノベーション力
を「マインド」、「思考力」、「行動力」の３つに分類して、身につけるべきものを解説し、簡単なトレー
ニングを行う。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間･･･ 5月8日（金）、8月4日（火）、11月16日（月）、2月25日（木）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU
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◆㈱プロジェクトマネジメントオフィスの研修パターン区分A,B,Cは次のとおりです。

A:Zoomオンライン7時間

B:事前学習3時間＋Zoomオンライン（午後）4時間

C:事前学習3時間＋Zoomオンライン（夜間）2時間×2日間

但し、PM養成研修（全5回）の研修パターン区分A,Bは次のとおりです。

A:事前学習2.5時間＋Zoomオンライン（午後）25時間

B:事前学習2.5時間＋Zoomオンライン（夜間）25時間

◆記載事項は変更になる場合があります。 最新情報はPMAJホームページhttps://www.pmaj.or.jp/でご確

認ください。

◆受講料は、消費税10%を含みます。

◆講師欄に＊のある講座の講師は、 PMAJホームページ でご確認ください。

◆ の付いている講座はPDUを発行します。Talent Triangleを巻末のExcel表に示します。

◆ の付いている講座はPMS資格者のためのCPUポイント（ 1時間1ﾎﾟｲﾝﾄ）を申請できます。

◆ PMAJ主催講座は1時間1～2ポイント、他は1時間1ﾎﾟｲﾝﾄとなります。

◆CPUポイントは講座以外にシンポジウム、セミナー、例会、ネットワーキングなどでも発行します。

また、全国にボランティア組織のPM研究部会があり、CPU取得可能な参加費無料のP2M勉強会を

開催しています。 https://www.pmaj.or.jp/activity/contact_202505.pdf

PDU

CPU

専門講座 問いから始まるイノベーション

ZOOMオンライン

【講座概要】 多くのイノベーションが「質問」をきっかけに生まれてきた。コンサルティングなどを行うときも、質問を重
ねて進めていく。質問は今の延長線上にあり、そこから未来へと飛んでいく力を持っている。

このような力を持つ質問には創る技術が必要であり、本講座では、演習を交えながらイノベーション
に繋がる質問を習得する。

【 講 師 】 鈴木 道代    ㈱プロジェクトマネジメントオフィス 【対象業種】 全 般

【開催日程】 7時間･･･ 6月11日（木）、9月15日（火）、12月21日（月）、3月5日（金）

【講習会場】

【 受 講 料 】 PMAJ個人正会員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ法人正会員の社員または職員 税込38,500円（本体価格35,000円）

PMAJ非会員 税込44,000円（本体価格40,000円）
PDUCPU

https://www.pmaj.or.jp/
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次ページの表と繋がっています。両ページを合わせてご覧ください。

講座日数

主たる

対象業種

26N-1 ２ 日間

共催/PDU プラネット（株）＊ 全　般

26N-2 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-18 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-22 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-23 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-25 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-30 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-32 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-34 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-35 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-36 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-37 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-42 25時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

ＰＭ養成講座（全５回）

プロジェクトをコントロールできるプロジェクトマネジャーを目指し、ＰＭコンピテンシーの強化を計り、５回（５時間×５日）に分けて実施します。
強化するコンピテンシーは、
・顧客コンピテンシー：顧客対応に影響を与えるコンピテンシー
・戦略コンピテンシー：計画性、計画策定に影響を与えるコンピテンシー
・成果コンピテンシー：業務成果の質や量に影響を与えるコンピテンシー
・チームコンピテンシー：チーム運営に影響を与えるコンピテンシー
・品質コンピテンシー：業務の効率・品質に影響を与えるコンピテンシー
であり、それぞれ、 第１回　顧客対応力を身につける、第２回　戦略的計画作成力を身につける、第３回　プロジェクト完遂力を身につける、第４回　チームをま
とめる力を身につける、第５回　プロジェクト品質実現力を身につける
に対応しています。

事例に学ぶＰＭＯの立上げと運営 プロジェクトマネジメントの成功のために、ＰＭＯの設立が重要だと考えられるようになっています。
ですが、ＰＭＯを設立すればうまく行くということではありません。ＰＭＯの設立は諸刃の剣のようなところがあり、プロジェクトマネジメント活動の負荷を重くし、足
を引っ張る結果になりかねないリスクも抱えています本講座では、どのように考えてＰＭＯを設立し、また、その後の運営をどうすればよいかを解説する。

プロジェクトマネジメント手法の確立と標準化 本講座では、プロジェクトマネジメントの標準化の進め方を理解するとともに、プロジェクトマネジメント標準ツールの事例（プロジェクト憲章など）を見ながら設
計方法を習得する。
標準化の進め方、プロジェクトマネジメント標準ツールの設計を取り上げ、解説し、演習にて知識の補完を行う。

ベンダーマネジメント 本講座では、そもそも、調達の利点と欠点は何なのか、なぜ調達するのかを考え、そのために必要なマネジメントを考える。
ＰＭＢＯＫ（Ｒ）の調達マネジメントの考え方をベースに、プロジェクトにおけるベンダーマネジメントの流れを理解し、必要なベンダーマネジメントの方法につい
て学ぶ。

リカバリーマネジメント 本講座はリカバリーマネジメントの方法について解説し、トラブルをプロジェクトの問題と技術的な問題に分けて、それぞれに対して、アセスメント、および、リカ
バリーのソリューションを紹介する。

リスクに強いプロジェクトと組織を作る 組織がリスクマネジメントを強化するために必要なプロジェクトマネジャーのリーダーシップ、リスクへの迅速な対応、および、リスクが発生した場合のリスク対応
力の強化について具体的な方法を理解するとともに、組織のリスクマインドを向上させるための施策やプロジェクトマネジメントのあり方について考える。

コンセプチュアルなプロジェクトマネジメントのポイント

本講座では、ＶＵＣＡ時代に対応したプロジェクトマネジメントを実現するために、プロジェクトマネジメントをコンセプチュアルにするためのポイントを解説しま
す。最初に、ＶＵＣＡ時代に必要なコンセプチュアルなプロジェクトマネジメントのイメージを明確にします。
その上で、まず、コンセプチュアルなプロジェクトマネジメントの基本になるプロジェクトへの要求の本質を反映したコンセプトを創る方法を解説し、実践してみま
す。その上で、プロジェクト運営のマネジメントのポイントとして、目的と目標の決定、計画、プロジェクト運営、トラブル対応について解説し、最後にこれらを実
践するために不可欠な経験をプロジェクトマネジメントに活かす方法について学びます。

マルチプロジェクトマネジメント
多くの企業や組織では、個々のプロジェクトについてはしっかりとマネジメントをしているものの、その部門で実施しているプロジェクト全体についてはコントロー
ルできないままにプロジェクトが実施されています。このため、一つのリソース配置でコンフリクトが起こったり、あるプロジェクトで起こった問題で別のプロジェクト
に影響がでるといったことが起こっています。このような問題を回避するためには、マルチプロジェクトマネジメントの導入が求められます。この講座では、プロ
ジェクトネットワークとバッファリング、および、アライメントを基本としたマルチプロジェクトマネジメントの方法を学びます。

ビジネスのサイクルが短くなり、プロジェクトをこれまでよりも短期間で行わなくてはならないケースが増えてきました。一方で、ビジネスは複雑につながり、他の
ビジネスからの影響を受け、先行きが見通せない中で進めていくことが増えています。そのような不確実性が大きく、スピードの速いビジネス環境でＩＴや製品
開発などのプロジェクトを行う場合、上位組織や関係部門、顧客やチャネルといったプロジェクトに影響を持つ関係者の協力を引き出さない限り、成功が難しく
なっているのが現状です。ステークホルダーマネジメントがうまくできればプロジェクトは期待通りの成果を上げることができますし、ステークホルダーマネジメント
に失敗すればプロジェクトは失敗します。本講座では、ステークホルダーエンゲージメントマネジメントとして、プロジェクトの成功を実現するために、ステークホ
ルダーの期待に答え、ステークホルダーとどのような関係を構築していけばよいかを考えます。
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プロジェクト監査の理論と実際
プロジェクトの成功、プロジェクトマネジメントの組織成熟度の向上など、いくつかの目的からプロジェクト品質に注目が集まっています。このセミナーでは、プロ
ジェクト品質の向上の方法としてプロジェクト監査に注目し、その進め方、監査視点、マネジメントプロセス（立上げ、計画、コントロール、リスク、コミュニケー
ションなど）における具体的な監査ポイントを解説します。これらは講師が実際の外部監査活動で使っている視点やポイントであり、その実践的な内容になって
います。また、組織として監査をどのように位置づけていくかについても解説します。

プロジェクト知識マネジメント～質の高い振返りでプロジェクトを変
える

プロジェクトには振り返りが必須です。この講座は、振り返りだけに焦点を当てて、その方法とゴールを考える講座です。
プロジェクトを巡る振り返りには３つのレベルがあります。一つは、プロジェクトマネジャーやメンバーが自身の成長を目的に行う個人レベルの振り返りです。ここ
では、基本的に内省（リフレクション）が振り返りの手段になりますが、場合によってはグループでの振り返りによって個々人の振り返りを行うケースもあります。
二番目は、プロジェクトのレベルで、これはプロジェクトのプロセスや、成果物に関する振り返りです。一般的にはポストプロジェクトレビューと呼ばれるもので
す。
三番目は、組織レベルの振り返りで、プロジェクトで得た知見を組織として知識にしていくことを目的として行います。
振返りが有効に機能するには、この３つのレベルの振返りを統合させる必要があります。
本講座は、プロジェクトの上位管理者やＰＭＯなど、振り返りの活動を推進する立場の人にお勧めです。

ステークホルダーマネジメント～良好な人間関係を築きプロジェク
トを成功させる

プロジェクト計画書の作り方・書き方・活かし方 本講座では、プロジェクト計画書を書くためのノウハウ、使うためのポイントを解説した上で、そのポイントを確認しながらプロジェクト計画書を書く演習を行いま
す。もちろん、手法が必要な部分は「ポイント」として手法の解説もします。プロジェクト計画書を書きながらプロジェクトマネジメントの仕組みが分かるように工夫
されている講座です。

講師と所属　あるいは講座実施会社

総
合
入
門
講
座

ＰＭ標準１０のステップ・コース
公開セミナーは我が国最多の実績（300回超）を持つ、定番のPM社セミナーです。あらゆる業界に共通する「PM標準　１０のステップ」を２日間集中して「明る
く楽しく元気よく」学びます。理論を学習するとともに、双方向・参加型で、ふんだんなチーム実習を通じて、PMの全領域を網羅します。計画のプロセスでは、
プロジェクト目標の設定、計画のプロセスでは、ＷＢＳ、役割分担表、作業量・所要時間見積り、作業ネットワーク、クリティカル・パス、ネットワーク図、作業負
荷の平準化、リスク分析、監視とコントロールのプロセスでは、変更管理、終結のプロセスでは、事後の振り返りなどを学習します。

講座
番号

講 座 タ イ ト ル

講　座　概　要
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会場情報

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 会員
法人会員の
社員

非会員 会場 W P B

16-17 14-15 11-12 16-17 20-21 17-18 22-23 19-20 10-11 21-22 18-19 11-12 106,590 106,590 125,400

96,900 96,900 114,000

A:14 B:27 C:24,26 A:6 B:8 C:2,4 A:29 B:25 C:16,18 A:22 B:6 C:17,19 38,500 38,500 44,000 5 1 1

35,000 35,000 40,000

28 16 16 27 19,250 19,250 22,000 2 0.5 1

17,500 17,500 20,000

7 27 9 14 19,250 19,250 22,000 0.5 2 1

17,500 17,500 20,000

A:21
B:1

C:13,15
A:2
B18

C:5,7
A:19
B:7

C:23,25
A:7
B:30

C:24,26 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

21 18 20 8 19,250 19,250 22,000

17,500 17,500 20,000

C:8,10 A:18 B:10 C:29,31 A:21 B:19 C:21,23 A:26 B:2 C:20,22 A:9 B:27 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

4 11 15 17 19,250 19,250 22,000

17,500 17,500 20,000

9 2 14 25 19,250 19,250 22,000 1.5 1 1

17,500 17,500 20,000

29 19 12 15 19,250 19,250 22,000 1.5 1 1

17,500 17,500 20,000

9 13 20 29 19,250 19,250 22,000 1 1 1.5

17,500 17,500 20,000

28 25 13 1 19,250 19,250 22,000 1.5 1 1

17,500 17,500 20,000

A:13,27
B:13,27

A:11,25
B:11,25

A:8
B:8

A:9,23
B:9,23

A:6,20
B:6,20

A:3
B:3

A:10,24
B:10,24

A:7,21
B:7,21

A:5
B:5

A:19
B:19

A:2,16
B:2,16

A:2,16
B:2,16

99,000 99,000 110,000 9 9 7

90,000 90,000 100,000

上期4回
下期4回

A:事前学習2.5時間＋
Zoomオンライン（午後）
25時間
B:事前学習2.5時間＋
Zoomオンライン（夜間）
25時間

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

1

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

上期2回
下期2回

Zoomオンライン 1 1.5

1

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

2 3 2

上期2回
下期2回

Zoomオンライン 1.5 1

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

1 4 2

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

0.5 1

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

受講料(消費税を含む)

単位　円

PDU

Talent Triangle

上段：受講料(消費税10％を含む)
下段：受講料（本体価格）

単位　円

上期6回

下期6回
KFC HALL
(東京都墨田区横網) 13.5

年間
開催回数

2026年度　講座開催月日

（ A,B,Cは会場記号です。詳細は会場情報欄ご参照)

2026年度　講座開催月日

（ A,B,Cは会場記号です。詳細は会場情報欄ご参照)
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2026年度 PM共催講座 日程（2/2）

次ページの表と繋がっています。両ページを合わせてご覧ください。

講座日数

主たる

対象業種

26J-47 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-49 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26J-50 3.5時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-50 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-65 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-72 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-75 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-79 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-82 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-83 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-84 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

26S-85 7時間

共催/PDU 鈴木　道代 （株）プロジェクトマネジメントオフィス 全　般

問いから始まるイノベーション 多くのイノベーションが「質問」をきっかけに生まれてきた。コンサルティングなどを行うときも、質問を重ねて進めていく。質問は今の延長線上にあり、そこから未
来へと飛んでいく力を持っている。
このような力を持つ質問には創る技術が必要であり、本講座では、演習を交えながらイノベーションに繋がる質問を習得する。

イノベーション力を身につける

全く新しいことを考える場合に、必要になるのが、イノベーション力である。新しい技術、新しいプロセス、新しい製品を生み出す力があるかないかで、イノベー
ションを生み出すことができるかどうかが決まる。
これまでにやっていないことを展開するには、単にアイデアを考えればよいというものではなく、マインドや行動力も必要である。これらをすべて併せてイノベー
ション力である。
本講座はイノベーション力を「マインド」、「思考力」、「行動力」の３つに分類して、身につけるべきものを解説し、簡単なトレーニングを行う。

コンセプチュアルな組織を創るマネジメント
本講座では、コンセプチュアルな組織を創る、つまり、
・組織のメンバーがコンセプチュアルな活動ができる
・組織やチームとしてコンセプチュアルな活動ができる
ためには、マネジメントはどうあればよいかを考えます。

コンセプチュアルスキル入門～本質を見極め、行動するスキル

コンセプチュアルスキルは、
周囲で起こっている事柄や状況を構造的、概念的に捉え、事柄や問題の本質を見極め、行動に活かしていくスキル
です。
コンセプチュアルスキルのポイントは本質を見極めることにあり、さらに本質を思考や行動に活用することにあります。
本講座では、この２点に絞り、まず、本質を見極める方法を学び、それを洞察や応用に活かす方法を演習を中心にして学びます。

コンセプチュアル思考のポイントと活用～ＶＵＣＡ時代の思考法
この講座は、コンセプチュアルな思考について学ぶ講座です。
コンセプチュアルな思考は、一般的に抽象と具体のような両極にある視点からの思考を組み合わせて行います。
この講座では、具象と抽象、客観と主観、論理と直感、明確と曖昧、分析と大局の５つの軸を考えます。
自身の業務やマネジメントを創造的、かつ、高品質にしたい人にお勧めです。

コンセプチュアル思考を活用したコミュニケーションの考え方と実
践

本講座では、まず「説明」について取り上げます。説明をうまくしようとすれば、説明したいことの本質を見極め、抽象的な概念として示す一方で、具体的な現
象を組み合せて説明する、イメージを示した上でそのイメージを分解して説明するといったコミュニケーションテクニックが必要ですが、これらはすべてコンセプ
チュアルスキルでカバーできるものです。説明が長い、交渉が下手、リーダーシップがないといった指摘をされている方、ぜひ、ご受講ください。

クリティカルシンキング入門～システム思考で考える

この講座では、クリティカルシンキングを「主体的に、合理的で内省的な思考によりものごとを多面的に捉えて、本質を見抜く思考法」と定義し、プログラムを組
み立てています。最初にクリティカルシンキングのイメージを持ってもらったのちに、合理的な思考としてのロジックについて、クリティカルに考えることの重要性
を考えるためにロジカルシンキングの復習をします。その中で、ロジカルシンキングで陥りがちな落とし穴について説明します。そして、ロジカルシンキングでそ
のような落とし穴に落ちないために、疑うこと（クリティカルになるべきこと）について、合理性と内省の２つの視点から考えます。その上で、クリティカルシンキン
グを実行するためのステップを示します。さらに、クリティカルシンキングのトレーニングのために、具体的な状況におけるクリティカルシンキングの演習を３つ行
います。情報の解釈、問題解決、意思決定です。本講座はマネジャー向けのコンセプチュアルスキル講座の基本講座の一つですが、マネジャーに限らず
「正しい思考態度」を身につけたい全ての方に参加いただきたい講座です。

専
門
講
座

本質に注目したコンセプチュアルな問題解決

本質に対する関心が高まっていますが、本質がもっとも重要なのはやはり、問題解決です。問題解決における本質の役割は

 ・ 目的を実現するために本質的な問題を見つける （問題発見）
 ・ 目的を実現するために本質に注目した創造的な問題解決の方法を見つける （問題解決）

の２つだと考えられます。このような特徴を持つ問題解決のプロセスをコンセプチュアルな問題解決と呼び、コンセプチュアル思考を活用して実現できると考え
ています。
 本講座はコンセプチュアルな問題解決について基本を学び、体験をする講座です。

コンセプチュアル思考によるコンセプト力講座 この講座は、事業コンセプト、製品コンセプト、仕組み（システム）のコンセプト、マネジメントのコンセプト、プロジェクトのコンセプトなど、コンセプトを構想する
立場にあるリーダー、また、ビジョン策定をする立場にあるリーダーに受講して戴きたい講座です。もちろん、コンセプチュアルスキルの向上を目指す人にもお
奨めの講座です。

クリティカルシンキングを活用したプロジェクトマネジメントの実践

本講座では、クリティカルシンキング（クリティカルな考え方）を習得された方が、プロジェクトマネジメントにおいて、どのように応用するのかについて解説し、演
習を行います。プロジェクトマネジメントとして重要なポイントである、本質要求に対応する、リスクに対応する、ステークホルダーの期待をマネジメントする点に
おいて、クリティカルシンキングの適用を取り上げています。
クリティカルな思考態度を身につけ、それをプロジェクトマネジメントで活かすことで、適切な判断ができ、難度の高いマネジメントができることを目指します。

戦略を実行するプログラムマネジメント
本講座は、事業戦略を実行するためのプログラムマネジメントの基本について学びます。
プログラムマネジメントは、プログラムデザイン、ステークホルダーマネジメント（多様なステークホルダーといかに向き合うか）、ベネフィットのマネジメント（戦略
実行によるベネフィットの実現）、プログラム内で実行するプロジェクトの調整からなります。
この講座ではこれらのマネジメントを学び、さらに、戦略を実現する上でのガバナンスマネジメントについても学びます。

「影響力の法則(R)」を活かすステークホルダーマネジメントの実
践

難しいステークホルダーを味方につけて、彼らの力を活用するために、メンバーや社内の各部門だけではなく、上位者や顧客に対しても、積極的に働きかける
ことで、ステークホルダーを動かしているプロジェクトマネジャーがいます。
この動かす力が「影響力」です。本講座では、影響力の法則（Ｒ）を実践することで、ステークホルダーに対して、影響力を発揮し、プロジェクトの成功を目指し
ます。

総
合
実
践
講
座

講師と所属　あるいは講座実施会社

講座
番号

講 座 タ イ ト ル

講　座　概　要
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会場情報

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 会員
法人会員の
社員

非会員 会場 W P B

C:15,17 A:19 B:3 C:1,3 A:24 B:26 C:28,30 A19 B:16 C:13,15 A:17 B:20 38,500 38,500 44,000 1 5 1

35,000 35,000 40,000

B:8
A:26
C:10,12

B:25 C:26,28 A:28 B:28 C:18,20 A:1
B:16
C:27,29

A:4 38,500 38,500 44,000 1 5 1

35,000 35,000 40,000

5 29 17 3 19,250 19,250 22,000 1.5 1 1

17,500 17,500 20,000

C:22,24 A:14 B:17 C:15,17 A:5 B:12 C:7,9 A:9 B:23 C:6,8 A:26 B:6 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

A:20
B:24
C:3,5

A:14 B:1 C:16,18 A:15
B:18
C:4,6

A:8 17,19 B:13 38,500 38,500 44,000 1 5 1

35,000 35,000 40,000

B:15 C:20,22 A:22 B:11 C:19,21 A:10 B:21 C:25,27 A:18 B:23 C:3,5 A:24 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

B:22 C:27,29 A:16
B:4
C:22,24

A:17 B:14 C:11,13 A:7
B13
C:24,26

A:12 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

A:23
C:1,3

B:20
A:29
C:8,10

B:29
A:30
C:14,16

B:11 A:25 B:27 C:10,12 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

A:16 B:13 C:17,19 A:7 B:22 C:9,11 A:23 B:4 C:2,4 A:18 B:20 C:3,5 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

12 3 27 18 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

8 4 16 25 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

11 15 21 5 38,500 38,500 44,000

35,000 35,000 40,000

1
上期2回
下期2回

Zoomオンライン 1 5

3

上期2回
下期2回

Zoomオンライン 1 3 3

上期2回
下期2回

Zoomオンライン 1 3

2

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

1 5 1

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

1 4

1 2 4

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）

1 5 1

3 3

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

1

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

上期2回
下期2回

Zoomオンライン

上期6回
下期6回

A:Zoomオンライン7時間
B:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（午後）
4時間
C:事前学習3時間＋
Zoomオンライン（夜間）
2時間×2日間

受講料(消費税を含む)

単位　円

PDU

Talent Triangle

上段：受講料(消費税10％を含む)
下段：受講料（本体価格）

単位　円

年間
開催回数

2026年度　講座開催月日

（ A,B,Cは会場記号です。詳細は会場情報欄ご参照)

2026年度　講座開催月日

（ A,B,Cは会場記号です。詳細は会場情報欄ご参照)



特定非営利活動法人 日本プロジェクトマネジメント協会

〒106-0044 東京都港区東麻布一丁目5番2号   担当：橋本 肇 

TEL：03-6234-0551（代表）         FAX：03-6234-0553

https://www.pmaj.or.jp/      E-mail：admi@pmaj.or.jp
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